
⑷

を
出
発
。
吉
備
津
彦
神
社
、
吉
備

津
神
社
、
備
中
高
松
城
址
を
観
光

し
て
夕
方
湯
原
温
泉
に
到
着
。

ひ
と
風
呂
浴
び
た
後
記
念
写
真

撮
影
、
懇
親
会
、
２
次
会
と
続
き
、

最
後
は
有
志
の
カ
ラ
オ
ケ
。
全
員

が
寝
静
ま
っ
た
時
に
は
日
付
が
変

わ
っ
て
い
た
。

２
日
目
は
、
バ
ス
に
よ
る
蒜
山

大
山
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
組
と
蒜
山
高

原
ハ
イ
キ
ン
グ
組
に
別
れ
、
約
３

時
間
後
蒜
山
で
合
流
し
昼
食
を
摂

っ
た
。

帰
路
勝
山
の
街
並
み
保
存
地
区

を
そ
ぞ
ろ
歩
き
法
然
誕
生
の
久
米

南
の
誕
生
寺
を
参
観
し
て
、
ほ
ぼ

予
定
通
り
に
無
事
岡
山
駅
に
到
着

し
解
散
し
た
。　
（
池
田　

武
久
）

１
日
目
、
全
国
八
幡
宮
総
本
社

宇
佐
神
宮
。
雨
上
が
り
の
為
か
身

の
清
め
ら
れ
る
思
い
で
参
拝
、
湯

布
院
民
芸
村
、
湯
気
の
立
つ
金
鱗

湖
散
策
、立
派
な
宿
に
夜
の
宴
会
、

御
馳
走
と
談
笑
に
花
が
咲
き
満

足
。
２
日
目
、
天
領
白
田
豆
田
町

散
策
。
桂
林
荘
公
園
で
願
い
事
の

紙
を
小
川
に
流
す
。
広
瀨
資
料
館

見
学
、太
宰
府
天
満
宮
正
式
参
拝
、

宮
司
夫
人
と
禰ね

宜ぎ

味み

酒さ
け

様
の
案
内

を
受
け
る
。
御
接
待
の
三
段
重
ね

梅
が
枝
餅
に
驚
く
。
丑
年
に
丑
年

生
れ
の
私
達
、
菅
公
の
御
命
日
し

か
も
辛

か
の
と

丑う
し

の
日
で
何
か
運
命
を
感

じ
た
。九
州
国
立
博
物
館
拝
観
し
、

帰
路
に
着
く
。　
（
林　

と
し
子
）

偶
々
上
京
中
の
広
島
在
住
で
詩

吟
の
達
人
岡
田
陽
介
氏
と
、
難
病

と
闘
っ
て
い
る
会
員
ふ
た
り
を
含

め
、
無
作
為
に
四
卓
に
別
れ
、
中

華
料
理
を
賞
味
し
な
が
ら
の
歓
談

は
、
切
な
く
も
甘
酸
っ
ぱ
い
青
春

の
想
い
を
盃
に
浮
べ
つ
つ
和
や
か

な
雰
囲
気
の
も
と
に
滞
り
な
く
終

わ
り
ま
し
た
。

閉
会
宣
言
と
記
念
撮
影
後
、
殆

ど
全
員
が
ホ
テ
ル
の
喫
茶
室
に
移

り
引
き
続
き
午
後
５
時
過
ぎ
ま
で

交
歓
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
横
峯　

幸
子
）

朝
日
桜
花
祭
後
、
恩
師
米
井
克

巳
先
生
（
物
理
）
を
お
招
き
し
て
、

卒
業
五
〇
周
年
同
期
会
を
開
き
ま

し
た
。
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
ワ

イ
ン
で
乾
杯
し
ま
し
た
。

卒
業
時
に
は
才
気
溢
れ
青
雲
の

志
を
抱
い
て
巣
立
っ
た
紅
顔
の
美

少
年
・
美
少
女
が
、
50
年
の
星
霜

を
経
て
美
し
く
老
い
、
穏
や
か
な

深
み
の
あ
る
表
情
に
満
ち
て
い
る

の
が
た
い
そ
う
印
象
的
で
し
た
。

２
次
会
は
「
桑
田
町
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
」
の
カ
ラ
オ
ケ
ル
ー
ム
が
リ

フ
ォ
ー
ム
さ
れ
た
の
を
機
に
、
オ

ー
ナ
ー
の
岡
山
木
村
屋
社
長
梶
谷

博
則
君
が
披
露
を
兼
ね
て
飲
食
共

に
無
料
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

こ
こ
に
場
所
を
移
し
各
自
少
年
・

少
女
時
に
戻
っ
て
懐
か
し
い
交
わ

り
と
会
話
が
深
夜
ま
で
続
き
ま
し

た
。
感
謝
。

翌
日
は
、
名
門
「
東
児
が
丘
マ

リ
ン
ヒ
ル
ズ
Ｇ
Ｃ
」
で
、
腕
に
覚

え
の
あ
る
面
々
が
、
桜
花
爛
漫
の

中
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
大
田　

英
夫
）

３
人
の
恩
師
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
懐
か
し

い
ク
ラ
ス
写
真
と
今
回
新
た
に
撮

影
し
た
今
の
学
校
風
景
を
ス
ク
リ

ー
ン
に
映
し
出
す
と
い
う
趣
向

は
、
同
窓
と
い
う
縁
な
ら
で
は
の

至
福
の
ひ
と
と
き
を
存
分
に
楽
し

む
こ
と
が
出
来
た
の
で
は
…
と
、

当
番
の
Ｄ
組
幹
事
一
同
、
自
画
自

賛
し
て
い
ま
す
。
ご
参
加
の
み
な

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
寺
田　

和
子
）

◦
開
催
日　

平
成
20
年
9
月
30
日

◦
会　

場

　

チ
ボ
リ
公
園
内「
ラ
・
テ
ラ
ス
」

◦
参
加
者　

61
名

私
達
は
2
年
に
1
回
定
例
会
し

て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
岡
山
周
辺

で
は
、
ゴ
ル
フ
や
ハ
イ
キ
ン
グ
等

を
有
志
で
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
、
閉
園
が
決
ま
っ
た
倉
敷
チ
ボ

リ
公
園
を
会
場
と
し
、
散
策
を
考

え
て
9
月
に
行
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。い
つ
も
と
日
程
が
違
う
た
め
、

他
県
か
ら
の
参
加
が
20
名
以
上
少

な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
。

多
く
の
人
が
開
始
時
間
の
2
時
間

前
く
ら
い
か
ら
集
ま
り
、
開
園
し

て
10
年
を
経
過
し
木
々
が
大
き
く

育
ち
美
し
く
な
っ
た
園
内
を
散

策
、
名
残
を
惜
し
み
ま
し
た
。

会
で
は
、
ク
ラ
ス
毎
に
全
員
が

一
人
ず
つ
近
況
を
話
し
た
り
、
四

方
山
話
に
花
を
咲
か
せ
た
り
と
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
次

回
は
平
成
22
年
に
開
催
し
ま
す
。

ま
た
楽
し
く
愉
快
に
会
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
小
川　

隆
敏
）

平成20年５月24日
湯原温泉　参加者67名

昭
和
三
十
一
年
卒

朝
日
三
一
会

昭
和
三
十
二
年
卒

サ

ニ

ー

会

平成20年５月13日
メトロポリタン　参加者30名

昭
和
三
十
四
年
卒

昭
34
年
卒
同
期
会

昭
和
三
十
八
年
卒

昭
38
年
卒
同
期
会

平成21年４月４日
三光荘　参加者約100名

昭
和
三
十
五
年
卒

朝
日
三
五
会平成20年11月８日

岡山ロイヤルホテル　参加者52名

平成21年２月24日〜25日
湯布院温泉一泊二日旅行　参加者21名


